
「 保育における食育の質を高める 

～保育実践と一体となった食育の推進～ 」 
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講師紹介 
 

【氏名】野口孝則（のぐちたかのり）  noguchi@juen.ac.jp 
 

【所属】上越教育大学大学院 学校教育研究科 臨床・健康教育学系 教授  
 

【学歴】 

  1973 年 福島県会津若松市出身 

 1992 年 福島県立会津高等学校 卒業 

  1996 年 神戸学院大学 栄養学部 卒業（管理栄養士, 臨床検査技師） 

  2001 年 京都大学大学院 人間・環境学研究科 文化・地域環境学専攻 

      環境保全・発展論講座 博士後期課程修了（京大博士（人間・環境学）） 

【職歴】 

2001 年 理化学研究所 脳科学総合研究センター 行動遺伝学チーム 博士研究員 

2001 年 理化学研究所 脳科学総合研究センター 基礎科学特別研究員（医科学分野） 

2003 年 神戸学院大学 栄養学部 講師 

2007 年 福岡女子大学 人間環境学部 准教授 

2010 年 厚生労働省 健康局総務課生活習慣病対策室 栄養管理係長 

2011 年 帝塚山大学 現代生活学部 准教授 

2015 年 国立大学法人上越教育大学大学院 学校教育研究科 教授（現職） 

             臨床・健康教育学系（学校ヘルスケア領域） 

     2019 年 学長補佐（2021 年 3 月まで） 

     2020 年 健康教育研究センター・センター長（兼務・現在に至る） 

 

【最近の研究テーマ】 

「保健, 医療, 福祉（保育・介護）, 教育分野における実践的な食教育（食育）について」 

ライフステージに応じた健康づくり活動をテーマに, 教育・保育をはじめ地域・職域と連携した食育の推進, 管理栄養

士が実践する栄養管理と食事サービスの機能的な連携と評価などに取り組んでいます。 

生涯の研究テーマは、「美味しさを感じることが体とこころの健康につながる」。 

 

【学会・団体活動】 

日本臨床栄養協会（理事, 2020 年大連合大会会長）, 日本栄養改善学会（評議員）, 日本高血圧学会, 

日本疫学会（代議員）, 日本学校保健学会, 日本栄養・食糧学会, 日本神経科学学会, 等 

 

【近年の主な著書・共著・論文】 

「日本食育資料集成（第１回全３巻, 第２回全５巻）」（クレス出版）2016 年 

「大学生活と健康～見直そう日々の暮らし～」（上越教育大学出版会）2017 年 

「「思考力」を育てる−上越教育大学からの提言 1−」（上越教育大学出版会）2017 年 

「「実践力」を育てる−上越教育大学からの提言 2−」（上越教育大学出版会）2017 年 

「「思考力」が育つ教員養成−上越教育大学からの提言 3−」（上越教育大学出版会）2018年 

「「実践力」が育つ教員養成−上越教育大学からの提言4−」（上越教育大学出版会）2018年 

「子どもの育ちを支える食〜保育所等における「食育」の言語化〜」（全国保育士会）2020 年 

「子どもと過ごす食事の時間の大切さ」（月刊「子どもの栄養」）2020 年 

「管理栄養士・栄養士を養成する教員の強化と未来の人材力を創る」（日本栄養士会雑誌）2021 年 

「ポストコロナと教育−上越教育大学の実践と考察−」（上越教育大学出版会）2021 年 

「「人間力」を育てる−上越教育大学からの提言 6−」（上越教育大学出版会）2022 年 

「新・子どもの食と栄養」（学童期の食生活, 保育における食育の意義）（教育情報出版）2022 年 

「もっと身近な食育を考える」（月刊「保育とカリキュラム」）2023 年 

 

【連載】 

「保育園での食育実践講座 ～ 体と心の健康・地域の食文化・災害時の対応」 

  （公社）全国私立保育連盟発行の月刊誌「保育通信」に 2017 年 4月から毎月連載中 

「学校における食育実践講座 〜 データで示す食育」 

  全国学校給食協会発行の月刊誌「学校給食」に 2019 年 4月から毎月連載中 

「食を通して子どもの育ちを考える」 

  （社福）全国保育協議会発行の会報「ぜんほきょう」に 2022 年 4月から１年間 

「コロナ禍だからこそ見直すチャンス 〜 食育計画の立て方・基本のき」 

  （株）メイト発行の季刊誌「いただきます・ごちそうさま」に 2022 年春号から１年間 

以上 

よろしく 

お願いします 
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を通して
 子どもの育ちを考える食

上越教育大学大学院 教授　野口 孝則

はじめに
新年度がはじまり、このように保育における食

事や食育に関する情報発信の機会をいただけたこ
とをとても嬉しく感じています。これから1年間

（全12回）、どうぞよろしくお願いいたします。
初回は、「今、求められている食育」というタイ

トルにしましたが、読者の皆様（保育関係者や保
護者）が実感されているように、毎日の食事は子
どもたちの成長に欠かせないものであり、食事を
食べてお腹が満たされ、「おいしかった」の言葉を
共有・共感し合いながら子どもたちの「こころ」
が成長していくものです。日々の新しい食事との
出会い、そして、素敵な笑顔の積み重ねこそ食育
の姿ですね。

保育における食育の基本は「毎日の食事」
私は、保育における食育の基本は「毎日の食事」

だと考えています。毎日違う食材を選び、様々な
調理法を組み合わせながら、子どもたちの成長・
発育・発達に合わせて調理し、的確な食器・食具
に盛り付けていく過程の中で、とてもたくさんの

「子どもたち（喫食者）への想い（愛情）」が込め
られていることでしょう。さらに、子どもたちが
食事に対して興味・関心が高まる「言葉」をさり
げなく提供できている保育士・保育教諭や栄養士・
調理師・調理員の皆様のプロ意識の高さを尊敬し
ています。

保護者の食事に関する悩みとして「保育園では食
べるのに家では食べない」ということが挙げられ
ます。ここで大切な考え方は、食事はただ提供す
れば良いのではなく、その日の子どもの様子を伺
いながら、食事への興味が高まる言葉をかけなが
ら、同じ料理を一緒に食べて「おいしいね」の言

葉を共有・共感することによって食べたい気持ち
（食欲）につなげていくことだと思います。子ども
への食育では高価な料理は必要ありません。一緒
に食事ができることを喜びとして感じる経験を積
み重ねることが最も大切なことだと考えています。

「コロナ禍で食育ができない」を 
どう考えるか

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点からイ
ベント型の食育実践の機会が減っているようです。
よく耳にするのが「コロナ禍で食育ができなくなっ
た」という言葉ですが、私は、「毎日の食事の提供
こそが食育であり、食事が提供されていることが
子どもたちへの最大の食育実践です」とお伝えし
ています。その理由は先に述べた通りです。

もちろん、感染状況が落ち着いている時には、
感染対策をしたうえで様々なイベント型食育を工
夫しながら無理のない範囲で実施していくことを
推奨します。これまで多くの保育現場で取り組ん
できたイベント型食育は、食に対する「気づき」
や「きっかけ」を強く与えてくれますし、何より
も大切な「食とのふれあいの思い出」になりまし
た。イベント規模を縮小したとしても、それらの
実践は子どもたちの成長・発達・発育に大きく貢
献できることでしょう。

さいごに
保育における子どもたちへの食育実践の基本的

な考え方として、保育関係者は、食事が提供され
ていることを「当たり前（当然・常識）」のことと
せず、「ありがたい（有り難い）」ことと思える大
人でありたいですね。そして、毎日の食事を大切
にすることを、子どもたちに伝えていきましょう。

4月は
タケノコ！
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第 1回　今、求められている食育～毎日の食事を大切に～

本連載のねらい
子どもにとって「食」は生命の維持だけでなく、感情の発達等にも影響する重要な要素です。子どもの「食」に焦
点をあて、子どもの身体機能等の基本的知識から、年齢別の食育、家庭への食事支援等、保育における「食育」の
ポイントや支援のヒント等について紹介します。
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を通して
 子どもの育ちを考える食

上越教育大学大学院 教授　野口 孝則

現代社会の豊かな食環境は 
人間を健康にする

今回は、地球上に人間が存在しはじめた頃から
ずっと変わらない「人間が生きるための食事」に
ついて考えていきましょう。

私たち人類は「知恵を持つ賢い動物」であるか
らこそ、生きるために必須である食事を「安定」
で「安全」に享受することに挑戦し続けてきまし
た。時には「安価」なものを求めながらも、現代
社会では、リスク（危険因子：食べたらお腹をこ
わすことなど）を気にせずに毎日の食事が継続で
きるという「安心」をも獲得しています。

これほどまでに食が豊かな時代は人類史上はじめ
てのことであり、多くの人を栄養不良や感染症から
救い、世界中の国々における平均寿命や健康寿命を
延伸させました。今後も、私たちを健康へ導いてく
れる「豊かな食環境」を継続・発展させながら、「安
らぎ」を得ることができる食環境を次世代の子ども
たちへ受け継いでいくことが求められています。

現代社会の豊かな食環境は 
人間を不健康にする

その一方で、「豊かな食環境」によって、私たち
人間が不健康になることがあります。

例えば、おいしさ（甘味、塩味、辛味、脂味な
ど）や食事の満足感（満腹や高カロリーなど）を
強く求めて「食べ過ぎること」は、現代社会の代
表的疾患である「生活習慣病」に近づきます。糖
尿病、高血圧症、肥満、脂質異常症などは、まさ
に豊かな食環境を得られた結果と言えます。豊か
な食環境を得たことは素晴らしいことですが、食
事への自制が求められる時代になりました。

古来より、男女ともにふくよかな身体が「美し
さの象徴」とされ、世界中の美術館に多くの芸術
作品として遺されてきました。また、人間社会の
身分が平等ではなかった時代には、ふくよかな体
型は「富の象徴」でした。この風習や思考は、現

在でも伝統的な文化を継承し続けている民族のな
かでは常識として残っていますが、現代社会の日
本では、肥満体型の排除が強力に推し進められて
いる状況です。

時代と環境によって、これほどまでに食事や健
康についての価値観が変化することも興味深い事
実です。「新しい食文化は古い食文化を消去する」
ことを理解したうえで、次世代に伝えるべき「先
人の知恵」を、責任ある立場の大人として選択し
ていきたいですね。

次世代にどのような食環境を 
残すのかを考える

次世代へつなぐ「食育」を考える際に、食環境
の過去と現在を比較して、「昔は大変だったね」「今
は便利だね」という単純な発想ではいけないと考
えています。私が大学生の時に経験した阪神・淡
路大震災をはじめ、これまでに日本国内各地で発
生した地震や、梅雨前線や台風による大雨、土砂、
水害等を経験した時、人間は、電気、ガス、水道
という社会基盤に日頃どれだけ依存していたのか
を気づかされました。進歩した文明によって、先
人の人間の知恵や技術の伝承が奪われ、1回の食事
すら調理することができない人間ばかりになって
しまったのです。繰り返される災害を通じて、そ
のことにも気づかされました。
「生きるために食べる」という大原則に対して、

「自分が生きる」ために「自分で食べる」ことを自
分自身だけで完結することが難しい現代社会です。
だからこそ、毎日の食事をすることができている
のは、世のなかの誰かに助けてもらいながら生き
ていることなのだと深く考える食育でありたいと
思います。食育は倫理につながります。つまり、
各自それぞれが「食事のことを考える」ことが大
切です。是非とも、あらためて「人間が食事をす
ること」の意義について興味を持っていただける
と嬉しいです。

5月は
アスパラガス

！
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第 2回　現代社会における食環境〜豊かな食を次世代に〜
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